
トムミルクファーム見学雑感 
見学日；２０１２年９月９日 

１）事前にホームページより情報収集 

頭数；成牛 140 頭（うち搾乳牛 120 頭）初妊育成牛 70 頭 

生乳生産；1200t（日平均 3300Kg） 

耕地面積；８ha（イタリアン・混藩牧草）、耕畜連携によるＷＣＳ（飼料用稲）の収穫 10ha 

 

２）質問事項と回答 

一日当たりの搾乳量？ＨＰでは 3300÷120＝27.5Ｋｇ 

野生牛 4.5Ｋｇの６倍、ホルスタイン平均 23.2Ｋｇより多いのは？ホルモン剤使用は？ 

＊ 乳量は 4000～10000Ｋｇ/日 

＊ 飼料は外国の穀物に頼らざるを得ない。アメリカが主で９５％が外国。 

＊ 遺伝子加工されたもの 

＊ 当ファームではホルモン剤は使用しない 

一日当たりの搾乳回数？ 

＊ 一日２回搾乳する 

妊娠出産回数？と寿命？（野生牛の寿命は 20～25 年） 

＊ 平均３回、４～５年の寿命 

＊ 最後は肥らせて肉牛で出荷 

＊ ３～４日間隔で出産がある 

排泄物の処理（周辺への臭気対策） 

＊ 飼料はＡ飼料（動物由来の物を含まない） 

＊ 床敷きにオガクズ、籾殻、で自然醗酵させる 

＊ 飲み水にこだわる。ＦＦＣテクノロジー（セラミックスにより水を瞬時に改質）を使う。 

 

３）社長さんの説明より 

＊ 低温殺菌なので、半年を置くとヨーグルトになる 

＊ 全国ネットで会員販売；900ｍｌ瓶で 600 円 

＊ ＴＰＰが入れば日本の畜産は無くなる。北海道がなんとか補助制度のもの加工乳で生き残る。 

＊ 加工乳に補助制度をつけ、とにかくアメリカの加工製品を売ろうとしている。 

＊ 後継者問題は深刻。高齢化で廃業が進んでいる。 

＊ 本格的食料難が来ないとみんなは生産地に目を向けない。 

＊ 一頭一頭に投薬履歴、飼料内容、乳量など管理している。小規模では出来ない。 

＊ 小学生を引率してきた先生が「乳牛は雄でも乳が出るんですよね！？」と質問した。驚いた！ 

＊ 二極化；廉いものを買わざるを得ない層の増加。 

＊ 飼料代が高騰する（アメリカの干ばつ）が乳価は上がらない。今、100 円/㍑ 

 

４）私の感想 

＊ ここまで管理している牧場は全国的にも数少ない。積極的に見学を受け入れるわけだ。 

＊ 環境に配慮し、安全を追求した製品はスーパーなどには出回らない。大量消費に向かない製品。 

＊ 生産の現場をみることは有意義であった。世に、雌の乳牛なら年中搾乳できると思っている人は多いのでは。 

＊ 誕生後 14～17 ヶ月で人工授精し、280 日後に出産し 10 ヶ月間の搾乳開始、その２～３ヶ月後に２回目の妊娠。 

おなかに子どもを抱えながら搾乳・出産と息つく間もなく絞りとられる。まさに工場。 

＊ それに、飼料は外国（大半はアメリカ）に頼らざるを得ない状況で、「牛乳は安心・安全な健康食品」といえる

のだろうか？アメリカのトウモロコシはモンサイト社の種独占で大半が遺伝子組み換え。 

＊ アメリカの飼料生産や乳業状況の勉強が必要。 

＊ ＵＳＤＡ（米国農務省）は１ミリリットル当たり１００万の白血球を含んでいる牛乳を飲用として認めている。 

＊ 今、保育園から給食の基本に牛乳が出されている。 

＊ 「食育」の取り組みはメリット・デメリットを少しでも整理して、判断は自己責任に委ねることが必要と思う。 

＊ 会員には「牛乳は安全で完全な栄養食品」と思われる方もいれば、「牛乳は万病の元」と言われる方もいる。 

久森 謙治 


